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【特集】看護の未来を担う学生たち

《表紙》
　食文化館前にパトカーや白
バイ、消防車、救急車などが
一堂に集まる「はたらく車大
集合」。子どもたちは大はしゃ
ぎで乗車したり、警察官の制
服や防火服を試着して保護者
に写真を撮ってもらうなど、
楽しい時間を過ごしていまし
た。

（５月５日）
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現
在
、
日
本
は
急
速
な
少
子

高
齢
化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
に
お
い
て
は
、
医

療
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
よ
り
専
門
性
、
高
度
な

医
療
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

看
護
の
対
象
は
、
健
康
な

人
か
ら
、
健
康
障
害
、
死
に

至
る
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
看
護
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
拡
大
し
、
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
ん
な
看
護
職
を

目
指
し
、
日
々
奮
闘
す
る
若

き
看
護
学
生
た
ち
に
密
着
し
ま

し
た
。

特集　看護の未来を担う学生たちし
て
い
な
い
潜
在
看
護
師
が
お
よ
そ
55
万

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間
・

過
密
労
働
だ
け
で
な
く
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
が
難
し
い
、
一
度
離
職
す
る
と
復
職

が
難
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
離
職
率

は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
で
は
、

高
度
医
療
施
設
（
第
１
期
事
業
）
が
平
成

16
年
に
整
備
さ
れ
て
以
降
、
看
護
師
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
へ
の

備
え
や
今
後
の
充
分
な
看
護
医
療
の
提
供

を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
の
設
立

　

小
浜
市
で
は
、
昭
和
39
年
、
公
立
小
浜

病
院
附
属
の
准
看
護
学
院
が
開
設
さ
れ
、
看

護
師
の
人
材
育
成
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
の
看
護
師
養
成

機
関
は
、
福
井
市
内
に
集
中
す
る
偏
在
的

■所在地　〒 917-0078

　福井県小浜市大手町 12号 48 番地

■開設　平成２年４月

■定員　１学年 40人（男女共学）

■卒業後の資格　看護師国家試験受験

　資格、保健師、助産師学校受験資格、

　養護教諭育成課程受験資格、専門士

公立若狭高等看護学院

本年度の入学式の様子（４月 10日）

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
の
特
色

▼
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
は
、
保
健
師

助
産
師
看
護
師
法
に
規
定
す
る
看
護
師
養

成
所
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
指
定
を
受
け

た
後
、
平
成
３
年
に
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
専
修
学
校
と
し
て
文
部
科
学
省

の
指
定
も
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
基
礎
分
野
、
専
門
基
礎
分
野
、

専
門
分
野
Ⅰ
、
専
門
分
野
Ⅱ
、
総
合
分
野

の
５
分
野
で
、
計
98
単
位
の
授
業
科
目
を

設
け
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
生

の
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

井
大
学
、
福
井
県
立
大
学
、
京
都
大
学
、

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
、
仁
愛
女
子
大

学
、
島
根
大
学
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど
、

看
護
師
は
ま
だ
ま
だ
不
足

　

現
在
、
日
本
全
国
で
看
護
師
は
お
よ
そ

３
万
人
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
員
不
足
で
、
長
時
間
・
過
密
労
働

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
平
均
在
院
日
数

の
短
縮
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
も

相
ま
っ
て
、
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
に
従
事

す
る
看
護
職
員
の
労
働
環
境
は
日
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
職
率
は
年
12
％
を
超
え
る
水

準
に
あ
り
、
看
護
師
資
格
を
有
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
な
ど
に
就
労

講
師
面
の
充
実
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
で
は
、
主
に
講
義
を
中
心
に
、

一
般
教
養
や
基
礎
的
な
看
護
技
術
を
学

び
、
２
年
生
の
１
月
か
ら
本
格
的
な
実
習

が
始
ま
り
ま
す
。
３
年
生
に
な
る
と
、
実

際
の
医
療
施
設
で
看
護
実
習
を
行
い
ま
す
。

１
月
の
卒
業
試
験
に
合
格
し
、
２
月
下
旬

に
実
施
さ
れ
る
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格

す
る
と
晴
れ
て
看
護
師
と
な
り
ま
す
。

▼
男
性
入
学
者
の
割
合
が
多
い

　

入
学
者
数
は
、
こ
こ
数
年
間
は
30
人
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
占
め
る

割
合
は
、
平
成
15
年
度
〜
平
成
24
年
度
の

過
去
10
年
間
で
平
均
15
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
で
就
業
す
る
看
護
師
の
う

ち
、
男
性
看
護
師
の
占
め
る
割
合
が
約

５
・
１
％
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
公

立
若
狭
高
等
看
護
学
院
で
は
、
男
性
の
入

学
者
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

実施年 合格率（％）
公立若狭高等看護学院 全国平均

H18年

100

88.3
H19 年 90.6
H20 年 90.3
H21 年 89.9
H22 年 89.5
H23 年 91.8
H24 年 90.1

看護師国家試験合格率の推移
（公立若狭高等看護学院と全国平均の比較）

　毎年２月下旬に実施される看護師国
家試験。公立若狭高等看護学院は、現在、
７年連続１００％の合格実績を収めて
います。

看護師国家試験　７年連続 100％合格 ！

　　験は、授業で習ったことが基本になっ
　　ています。学生の皆さんは、毎日大
変だと思いますが、時には自分にご褒美
を与えながら、１つ１つこなしていって
ほしいですね。（第 15期生）

試

　　義や実習で忙しく、大変だと感じる
　　こともあるかと思いますが、今学ん
で吸収したことは、必ず自分の身になり
ます。頑張ってください。（第 17期生）

講

　　験の直前に、先生に「いつも通りにね」
　　と笑顔で言われた時、緊張していた
のが嘘のように無くなりました。先生方
は、第二の母親のような存在だと感じま
した。（第 20期生）

試

合格者の声

設
置
に
よ
り
、
小
浜
市
に
お
け
る
看
護
師

の
確
保
が
進
ま
ず
、
地
域
間
格
差
が
生
じ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、同
准
看
護
学
院
は
、

県
外
入
学
者
が
多
い
う
え
、
卒
業
後
は
、

看
護
師
養
成
所
コ
ー
ス
へ
進
学
す
る
人
が

多
く
、
地
元
へ
の
定
着
も
進
ま
な
か
っ
た

の
が
実
情
で
し
た
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
の

進
展
等
に
よ
り
慢
性
疾
患
が
増
加
し
、
医

療
技
術
の
高
度
化
・
専
門
化
が
進
む
中
で
、

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
に
は
高
度
な

知
識
・
技
能
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
平

成
２
年
４
月
、「
地
元
で
看
護
師
を
養
成

し
定
着
さ
せ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
下
、
公

立
若
狭
高
等
看
護
学
院
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
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わ
た
し
は
、
母
親
が
看
護
師
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
小
学
３
年
生
の
時

か
ら
看
護
師
と
い
う
職
業
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
。

　

看
護
と
い
う
仕
事
は
、
決
し
て
簡

単
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の

命
を
預
か
る
仕
事
で
あ
り
、
人
と
人

と
が
接
す
る
仕
事
だ
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
る
中

で
、「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言

葉
を
か
け
ら
れ
た
時
や
、
自
分
が
施

し
た
ケ
ア
が
患
者
さ
ん
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
た
時
は
、
つ
ら
さ
以

上
に
仕
事
の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

将
来
は
、
誠
実
か
つ
謙
虚
な
気
持

ち
で
仕
事
に
臨
み
、
誰
か
ら
も
信
頼

さ
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
師
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
持

ち
、
自
分
が
行
う
看
護
は
、
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
み
ん
な
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

看
護
を
志
す
皆
さ
ん
、
わ
た
し
た

ち
と
一
緒
に
看
護
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

第 21期生　３年

堂前　貴美さん
どうまえ・たかみ
（20歳・小浜市出身）

看護を通して仕事の大切さやすばらしさを感じています
看護学生の思い

看
護
学
生
の
１
日

　

朝
早
く
か
ら
講
義
に
実
習
に
と
大
忙
し
の
看
護
学
生
た
ち
。
学
生
た

ち
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て
い
く
日
々
の
中
で
、
友
人
、
家
族
、

先
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
看
護
や
社
会

に
つ
い
て
学
び
、
一
人
前
の
看
護
師
、
そ
し
て
社
会
人
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
、
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

英語の授業　10:45

看護実習　15:30学内カンファレンス　16:00下校　17:00

朝学習　8:45

この日はウェルズ先生による英語
の授業です

ベッドメイキングの練習中です看護実習後の反省会…みんなで意
見を出し合います

今日も無事１日が終わりました

講義の前の予習・復習

学院長から

　

当
看
護
学
院
で
は
、
教
育
理
念

に
「
生
命
の
尊
厳
」「
人
間
愛
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
看
護
に

最
も
大
切
な
要
素
で
あ
る
、
誰
も
が

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
「
思
い
や
り
の

心
」
で
も
あ
り
ま
す
。
将
来
、
人
と

関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
、
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
誰
で
も
看
護
師
と
し
て
成
功
す
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
、「
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る

力
」
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
学
院
で
は
、
学
習
す
る

こ
と
へ
の
興
味
や
関
心
が
引
き
出
せ

る
よ
う
教
材
を
工
夫
し
て
提
供
し
、

ま
た
、
理
解
し
て
い
く
過
程
が
面
白

い
と
感
じ
ら
れ
、
達
成
感
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
学
習
形
態
・
方
法
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

　

学
習
す
る
中
で
、
看
護
の
す
ば
ら

し
さ
や
喜
び
な
ど
を
見
い
だ
せ
る
よ

う
、
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を

重
視
し
、
学
生
を
可
能
性
の
あ
る
存

在
と
し
て
認
め
、
教
育
に
当
た
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
、
看
護
の
意
義
や
す
ば

ら
し
さ
に
気
づ
き
、
人
間
と
し
て
成

長
で
き
る
、
そ
ん
な
３
年
間
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
看
護

師
の
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
識
や
技
能
に

関
す
る
高
い
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
社
会
へ
の
広
い
視
野
や
倫
理

観
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

看
護
教
育
で
は
、
正
確
な
知
識
を

習
得
し
、
観
察
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
病
態
の
的
確
な
把
握
が
で

き
る
こ
と
、
ま
た
、
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
正
し
い
倫
理
観
に

支
え
ら
れ
た
看
護
技
術
の
実
践
力
を

養
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
の
対
象
は
個
々
の
人

間
で
あ
り
、
同
じ
生
活
環
境
や
生
活

意
識
を
持
つ
人
は
い
ま
せ
ん
。
看
護

は
、
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
、
健
康

の
回
復
や
健
康
保
持
の
援
助
が
で
き

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
３
年
間
の

看
護
教
育
の
中
で
は
、
看
護
技
術
の

習
得
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
専
門
職

と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

公立若狭高等看護学院
学院長

吉田　治義さん
よしだ・はるよし

看護の意義やすばらしさに気づき、成長してほしい

︱
看
護
師
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

警
察
官
と
し
て
働
く
中
、
20
代
後

半
に
差
し
か
か
り
、
自
分
の
人
生
の

方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
笑
顔
で
一

生
懸
命
働
い
て
い
る
看
護
師
の
姿
に

触
れ
、
自
分
も
こ
ん
な
生
き
方
を
し

た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

︱
公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
を
選
ん

だ
理
由
は
？

　

風
光
明
美
な
小
浜
の
地
で
勉
学
に

励
み
た
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
警
察

官
時
代
、
小
浜
出
身
の
方
と
触
れ
合

う
機
会
が
あ
り
、
小
浜
の
方
は
人
間

味
あ
ふ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
看
護
学
校
に
比
べ
、

学
費
が
比
較
的
安
い
こ
と
、
そ
し
て

何
よ
り
、
看
護
師
国
家
試
験
合
格
率

１
０
０
％
と
い
う
実
績
に
惹
か
れ
ま

し
た
。

︱
将
来
ど
ん
な
看
護
師
に
な
り
た
い

で
す
か
。

　

こ
の
人
か
ら
看
護
を
受
け
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

安
全
安
楽
で
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
た
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
看
護
職
の
ど
の
よ
う
な
所
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

　

看
護
実
習
で
患
者
さ
ん
が
見
せ
て

く
れ
た
表
情
や
言
葉
が
、
今
で
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
看
護
と
は
、
ま

さ
に
、
心
と
心
の
触
れ
合
い
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
現
場
の
看
護
師
を
見

る
に
付
け
、
看
護
職
が
多
忙
な
仕
事

で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
こ
れ
か
ら
入
っ
て
く
る
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
生
方
の
指
導
は
熱
心
で
あ
り
、

温
か
く
も
あ
り
ま
す
。
７
年
連
続
国

家
試
験
合
格
率
１
０
０
％
と
い
う
実

績
の
源
は
、
恐
ら
く
こ
こ
に
あ
る
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

絶
対
に
看
護
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
当
看
護
学
院

に
入
学
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

第 21期生　３年

竹下　大亮さん
たけした・だいすけ
（30歳・福井市出身）

看護学生へインタビュー

8 時を過ぎると続々と学生やって
来ます

登校　8:00

昼食　12:30

仲の良い友達で集まって教室で昼
食を食べます
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卒
業
後
の
進
路

　

開
校
以
来
約
５
０
０
人
の
卒
業
生
を
社

会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
う

ち
、
約
９
割
以
上
の
人
が
病
院
な
ど
の
医

療
施
設
や
保
健
施
設
に
就
職
し
、
そ
の
う

ち
約
半
数
が
公
立
小
浜
病
院
で
看
護
師
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
高
度
な
技
術
を
習
得
す

る
た
め
に
看
護
系
大
学
に
編
入
し
た
り
、

助
産
師
や
保
健
師
を
目
指
し
て
進
学
す
る

人
も
い
ま
す
。（
進
学
率
３
・
６
％
）　

※
主
な
就
職
先
と
進
学
先

【
就
職
先
】
杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病

　

院
、
国
立
循
環
器
セ
ン
タ
ー
、
舞
鶴
医

　

療
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
大
学
病
院
な
ど

【
進
学
先
】
福
井
大
学
、
金
沢
大
学
、
山

　

形
大
学
、
県
立
島
根
看
護
専
門
学
校
な
ど

「
看
護
の
日
」
記
念
式
を
開
催

　

５
月
12
日
の
「
看
護
の
日
」
に
合
わ
せ

て
、「
看
護
の
日
」
記
念
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、
２
年
生
36
人
が
１
人
ず

つ
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像
に
と
も
さ
れ
た
火

を
自
分
の
ろ
う
そ
く
に
移
し
、「
教
え
を

得
る
す
べ
て
の
方
々
と
の
出
会
い
に
感
謝

し
、
真し
ん
し摯
な
気
持
ち
、
謙
虚
な
姿
勢
で
看

護
を
提
供
し
ま
す
」
な
ど
と
誓
い
の
言
葉

を
唱
和
。
１
月
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
看
護

実
習
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

公立若狭高等看護学院卒業（３年課程）

看護師国家試験合格　看護師免許取得

保健師または助産
師学校に進学

短大専攻科の保健
師または助産師課
程に進学

看護系大学３年
次に編入

保健師または助産師国家試験合格
保健師または助産師免許取得

病院など医療施設や保健施設、福祉施設に就職　
（病院、診療所、老人施設、訪問看護ステーション、市町村保健センター、保健所、助
産施設、介護保険関連施設など）

卒業後の進路

公立小浜病院からのお知らせ

現役看護師から看護学生へ

「
看
護
の
日
」
と
は
…

　

21
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
支
え
て

い
く
た
め
に
は
、
看
護
の
心
、
ケ

ア
の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
分
か
ち
あ
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
う
し
た
心
を
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
誰
も
が
育
む
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
、
旧
厚
生
省
が
、

１
９
９
０
年
に
５
月
12
日
を
「
看
護

の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

12
日
を
含
む
週
の
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
を「
看
護
週
間
」と
し
、毎
年
、

全
国
各
地
で
看
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

「看護の日」記念式で誓いの言葉を唱和する２
年生（５月 11日）

第２期生

小林　みゆきさん
こばやし　
公立小浜病院勤務
（39歳・生守在住）

　

わ
た
し
は
、
２
期
生
と
し
て
こ
の

学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま

だ
新
し
い
学
院
で
、
先
輩
や
先
生
方

と
も
楽
し
く
学
院
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
病
院

が
す
ぐ
隣
に
あ
り
、
学
習
環
境
も
恵

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
京
都
の
病
院
で
働
い
て

い
ま
し
た
が
、
仕
事
の
内
容
も
、
ス

タ
ッ
フ
同
士
の
関
わ
り
も
田
舎
で
は

経
験
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
15
年
前
、
地
元
の
病
院
で
働
き

た
い
と
思
い
、
小
浜
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
が
、
小
浜
病
院
で
働
い
て
い
る

と
、
地
域
の
中
核
病
院
な
ら
で
は
の

経
験
も
多
く
、
都
会
で
は
経
験
で
き

な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

看
護
師
、助
産
師
に
な
っ
て
16
年
。

辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
、
つ
ら
い

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
、
す
べ
て
、
わ
た
し

の
人
生
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
大
変
心
に

響
き
ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
看
護
師
、
助
産
師
と
し
て

多
く
の
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

数
あ
る
職
業
の
中
で
も
、
看
護
師

と
い
う
職
業
は
、
人
の
生
命
に
関
わ

る
尊
い
職
業
で
す
。
近
年
、
日
本
で

も
、
人
の
生
命
に
関
わ
る
大
き
な
災

害
や
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
直
接
生
命
に
携

わ
る
こ
の
職
業
は
、大
変
意
味
深
く
、

い
ろ
ん
な
事
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

専
門
職
と
し
て
の
技
術
を
身
に
付

け
て
い
く
た
め
に
は
つ
ら
い
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
先
に
は
、多
く
の
患
者
さ
ん
や
、

仕
事
仲
間
と
共
有
で
き
る
大
き
な
喜

び
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
職
業
に

就
い
て
こ
そ
経
験
で
き
る
貴
重
な
体

験
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
必
ず
自
分

の
人
生
の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

同
じ
職
業
を
目
指
し
た
仲
間
同
士
、

お
互
い
前
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

看護での経験は必ず人生の糧になる

高
度
医
療
施
設
整
備
事
業

完
了
間
近

　

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
平
成
13
年
度
か
ら
進
め
ら
れ

て
き
た
高
度
医
療
施
設
整
備
事
業

（
第
１
期
〜
第
３
期
工
事
）
も
第

３
期
工
事
の
一
部
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
３
期
工
事
の
う
ち
、
外
来

診
療
棟
や
除
染
施
設
な
ど
の
整

備
は
既
に
完
了
し
、
現
在
、
11
月

20
日
の
完
成
に
向

け
て
、
患
者
用
駐

車
場
を
建
設
中
で

す
。
事
業
完
了
に

よ
り
、
よ
り
充
実

し
た
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

事業名 内容 工事期間
第１期事業 精神病棟、医師・看護師・学生宿舎 H13〜H16
第２期事業 病棟、救命救急センター、医療機械 H17〜H19
第３期事業 外来診療棟、除染施設、駐車場など H21〜H24

現
在
、
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
患

者
用
駐
車
場


